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発
掘
機
関
　
　
帥
茨
城
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教
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財
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調
査
担
当
者
　
矢
ノ
倉
正
男

・
仙
波
　
一号
・
平
石
尚
和

・
島
田
和
宏

近
藤
恒
重

・
駒
澤
悦
郎

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
ｔ
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

羽
黒
遺
跡
は
、
総
和
町
の
南

東
部
に
位
置
し
、
女
沼
川
と
向

堀
川
に
挟
ま
れ
た
猿
島
台
地
の

標
高
約

一
二
―

一
四
ｍ
の
台
地

平
坦
部
と
、
低
地
に
緩
や
か
に

移
行
し
て
い
く
台
地
縁
辺
部
に

立
地
し
て
い
る
。
調
査
は

一
級

河
川
女
沼
川
河
川
改
修
工
事
事

業
に
伴
う
も
の
で
、
二
〇
〇
〇

年
か
ら
二
次
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
縄
文
時
代
か
ら
近
世
に
か

け
て
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
か
で
も
古
墳
時
代
と
奈
良

・

平
安
時
代
、
中
世

。
近
世
に
か
け
て
の
遺
構
が
中
心
で
あ
る
。

木
簡
は
、
第

一
次
調
査
区
で
検
出
し
た
中
世
以
降
と
考
え
ら
れ
る
方
形
竪
穴

建
物
跡
か
ら
出
上
し
た
。
こ
の
方
形
竪
穴
建
物
跡
は
、
調
査
区
の
南
西
部
に
位

置
し
、
標
高

一
三
ｍ
の
台
地
平
坦
部
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
三
基
の
上
坑
に
よ

っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
た
め
遺
存
状
況
は
よ
く
な
い
が
、
長
軸
四

。
一
七
ｍ
短

軸
三

・
九
五
ｍ
の
方
形
を
呈
す
る
。
壁
の
高
さ
は

一
五
帥
で
、
床
は
全
体
的
に

軟
弱
で
、
部
分
的
に
踏
み
固
め
ら
れ
て
い
る
。
七
カ
所
の
ピ
ッ
ト
と
被
熱
に
よ

っ
て
赤
変
硬
化
し
た
部
分
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
は
、
北
壁
中
央
部
の
壁

際
直
下
か
ら
、
墨
書
し
た
面
を
上
に
向
け
た
状
態
で
、
床
面
か
ら
約

一
〇
∽
上

位
の
覆
土
か
ら
出
土
し
た
。
そ
の
他
の
遺
物
と
し
て
は
、
混
入
し
た
と
考
え
ら

れ
る
縄
文
土
器
片
六
点
と
土
師
器
片
二
五
点
、
礫
八
点
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪
　
　
「日
日
日
日
日
日
日
□

五
百
三
丈

五
河
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
ＰЮ授
（こ

添

ｏ解

〔郷
力
〕

杉
材
で
、
右
辺
は
割
れ
て
欠
損
し
て
い
る
。
五
百
三
丈
は
約

一
五
〇
六
ｍ
に

相
当
す
る
。
内
容
や
遺
跡
の
立
地
状
況
か
ら
推
測
し
て
、
河
川
の
改
修
や
護
岸

工
事
、
堤
防
工
事
な
ど
に
伴
う
工
事
分
担
を
示
す
表
示
札
と
考
え
ら
れ
る
。
時

(鴻巣・水海道)



期
は
中
世
か
ら
近
世
と
推
定
さ
れ
る
。
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